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Abstrac重：The　kitchen　is　not 　only　a　space　for　cooking 　but　also　a　space 　for　the　maiiagement 　of 鯒 and 　dishes　and 　sometimes

used 　fbr　meaL 　In　addition ，　the　appearance 　of 　f（）od 　and 　dishes　is　also 　important．　Brightness　is　necessaly 　fbr　safe 　cooking

processes　during　various 　cooking 　behavior　and 　color 　rendering 　Properties　necessary 　fbr　the　apPearance 　ofthe 　fbod　have　been

required ，　In 血is　 stUdy ，　on 　the　basis　of 　Edo　typical　houses　and 　modern 　houses
，
血e　two 　types　of 　light　 environment 　are

compared 　by　i旦lumination　simulation ．　One 　type　is　the　natUral 　daylight　used 　kitchen　and 　the　other 　one 　is　the　electric 　light　used

premise　modernized 　kitchen，　From　this，　our 　research 　puny）ose 　is　to　understand 　the　arrangement 　of 　the　kitchen　and 　the　setting

efdhe 　opening 　part　suitable 　for　daylight　use ．　As　a　resu 亘t　ofour 　research ，　the　working 　sur 魚ce 　are　aggregated 　and 　the　degree　of

丘eedom 　in　open 　position　is　increased　as　time　goes　on ，　while 　the　working 　sur 魚ce 　illuminance　by　daylight　tends　to　increase．

On 　the　other 　hand，　we 　also　found　that 　seme 　kitchen’s　daylight　environment 　is　deteriorated　because　ofthe 　increasing　rellance

on 　the　electric　lighting．

Key 　worJs ： Kitchen　lighting，　daylighting，　illumination　simulation ，　Edo　hQuse
，
　modem 　house

要 旨 ；台 所 は調 理 を主 とす る 空 問 で あ る が、食材 や 食器 の 管理 や、時 に は 食事等 に も利 用 され る。ま た 、食材 や

料理 はそ の 見 え方 も大切 とされ、多様な調理 行為に 対 して安全な調 理 作業 に適 した 明 る さ と料 理 等 の 見 え方 に適

した 演 色性 が求 め られ て い る。 本研 究 で は、江戸時代か らの 古民家の 調査図面 と近代 以 降の 代表的な住宅 の 図面

を基 に し て 、昼光利用が 主で あっ た時代 の 台所 と電灯照明 を前提 と した 近 代 以 降の 台所 の 光環 境 を照 度 シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン に よ り比 較 検討 した。こ れ よ り、昼 光利 用 に 適 し た 台所の 配置や開 口 部 の 設 置に つ い て の 知見 を得 る こ

とが 研究 目的 で あ る。そ の 結果、時代 が新 し くな る と と と もに 作 業面 が 集約 され た こ とや 開 口位置の 自 由度 が大

き くな っ た こ と等 に よ り，昼 光 に よ る作業面照度 が 向上す る傾向が あ る一
方 で ，電灯照明への 依存度が 高くなる

こ とで 、昼 光環境が 劣化 して い る場合が あ る こ とが 分か っ た。
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ー

ド： 台所照明，昼 光照明，照度 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ，古民家，近 代 住宅

　　　　　　　　 1 ． は じめに

　台所 は調 理 を主 とす る空 間 で あ るが，食 材 や 食 器 の

管理 や，時 に は 食事等 に も利用 され る。調 理 行為に は 、

食 品 を洗 う、切 る、加 熱 す る、盛 り付 け る な ど様 々 な

作 業が あ り、切 り傷や 火 傷 な ど を負 う事故 の 危険も伴

う。ま た、食材や料理 は そ の 見 え方 も大切 と され て い

る。そ の た め、安全 な調 理 作 業 に 適 した 明 る さ と料 理

等の 見 え方 に 適 した 演色 性 が 求 め られ て い る。

　台 所の 歴 史 と して 先史時 代 が 大 凡 の 台所の 起源 と さ

れ て お り、屋外や別 棟 の 竈 で調 理 が 行わ れ て い た 。 古

代か ら近 世 ま で は，支配 階層 と庶 民階層で 異なる発展

が 見 られ る が 、近 代 以 降は 階層 よ りも農村 と都 市 の 差

異 が 大 き くな り、そ れ ぞれ の 台 所 に お い て 光 環 境 の 変

化が 進行 した。

　農村部で は 調 理 行為だ けで な く、農作業等 も行 われ

る 複合 的 な 生 活 の 場 と し て 機能 し て い た 。内 向 き の 空

間 の
一

つ で あ る台 所 は 北 方 向 に取 られ て い る こ と が多

い 。採光は，土 間出入 口 の 大戸や隣接す る居間 の 縁側

開 口 が 主 な もの で あ る。流 し前や壁 の
一

部 に あ け られ

た小 窓は補助 的 な位 置 づ け と され て い る もの が 多い。

　都市部で は 比 較的大 き な変化 が み られ る。生 産 の 場

の 消 失，プ ライ バ シ ーの 尊重 と とも に 家 事 労 働 の 軽 減

や台所空間を主 とした生活改善が注 目 され だ した 。 電

気 、瓦 斯、水道の 普及 もは やく進み，立 っ て 調理す る

合理的な調 理 作業 に適 した設 備機器 も導入 され た。

　採 光 に つ い て は、明治 か ら大 正 初期 頃 ま で は 台 所 に

独 立 し た 窓 が と られ て い な い も の が 約半 数以 上 を 占め

て い る。ま た ， 無 双 窓、高 窓 が 多 く作業面 の 明 る さ は
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十分で は な か っ た と考 え られ る。大 正 中期以降 は台 所

への 窓 の 設 置 が 進 み，昭 和 に なる と作業台前 「出 窓」

が 普及 し，作業面照度の 向 上 が み られ る。

　本研 究 で は、節電効果が あ り演色 性 も高い 昼光 を活

用 し た台所 の 照明 を考える た め の 基礎的検討 と し て ，

昼 光利 用 が 主 で あ っ た 時 代 の 台 所 と電 灯 照 明 を前 提 と

し た 近 代以 降の 台所 の 光 環 境 を照 度 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン

に よ り比 較す る。こ れ よ り、昼 光利 用 に 適 し た 台 所 の

配 置 や 開 口部 の 設 置 に つ い て の 知 見 を得 る こ とが 研 究

目的で ある。

　　　　　　　　　 2 ，方法

2．1 住宅 の 選定

　そ れぞれ の 代表的な住宅と し て ，古民 家 1 棟と近代

住宅 4 棟 を検討 対 象 と し て 選 定 し た。古 民 家は 、図 面

が 入 手 で き る も の か ら江 戸 時代 の 庶 民住 宅 を 選 定 した。

近代住宅は，歴史的な間取 りで あ る中廊下型住宅，木

表 1 検討対象とした古民家と近代住宅の 概要

住宅 時代 所在地 特徴

旧 宮地家住宅 1754年 滋賀県 入 母 屋 造

中 廊下 住 宅 大 正
・
昭 和 時代 東 京 中流 住 宅

公 営住宅 51c 型 高度成長期 東京 DK の 原型

nLDK 型 1970 年代以降 東京 食寝分離

レ

e　　　 l　　　 t断

a ）旧宮 地 家住 宅

　　 ▼

o

作薬台

m21

c）公 営住宅 51c 型

▼

間土

台婁抒

咽間土

　 　 0　 　　 1　 　　 2m
一 〕 ■

　　b）中廊下 住 宅
N

年

0　　 　 1　 　　 2m

d）nLDK 型

図 1 選 定 した住 宅の 台 所 空間 の 平 面 概略図

司

造 公 営住 宅，公 営住宅 51C 型，　 nLDK 型 集合 住宅 を検

討対 象 と した。表 1 に概 要，図 1 に平 面 略図を示 す。

2．2 台所の 光環境の 照度シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン

　電灯 照明が 導入 され る 以前の 古民 家 に は，昼 光 を利

用 す る 台所 の 光環 境 の 原 点を見 る こ とが で きる。近代

住宅 は，電 灯 照 明 を前 提 と して 計 画 され て い る が，照

明技 術 の 発 展 や生 活 ス タ イ ル の 変化 の 影響も見 られ る。

　 本 研 究 で は 、台 所 の 照 度 分布 を 把 握 す る た め 、

DIAIix4．ll を 用 い て照 度 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン よ り分析を

行 っ た。

　　太 陽位 置 か らみ た代 表 的な季節 と して 、春秋分、

夏至 、冬至 を検討対 象 と す る。ま た 、食事 の 準備 に 利

用 す る こ との 多い 時 間帯 か ら、真 太 陽時 7 ： 30 （朝 ）、

12 ：00 （昼 ）、16 ：30 （夕）を検討時刻と して 設定 した。

さ らに 、各 面 の 材 質 に 応 じて 、旧 宮地 住 宅 の 土 間、壁、

天 井 の 反 射率 をそ れ ぞ れ 三 和 土 5％ 、白漆喰壁 80％、竹

9％に設 定 し た。中廊下 住宅で は 土間、壁、天井 の 反射

率 をそ れ ぞ れ 三 和 土 5％、白壁
一

般 65％、杉板 40％に

設定 し、公 営住宅 51 じ 型で は 床、台所前面壁、天 井の

反 射 率 を そ れ ぞ れ 杉 40％、白壁
一

般 65％ 、白壁
一

般

65％ に 設 定 し、nLDK 型 で は 床、台所前面壁 、天 井の

反射 率 をそ れ ぞ れ 白壁
一

般 65％、白色 タ イル 75％、白

壁
一
般 65％に設 定 した。

　　　　　　　3 ，結果および考察

3．1 古民家 と近代住宅 にお ける台所の 光環境の 比較

　台所 の 使われ方の 変化 か ら，台所空間の 構成要素に

は 変 化 が み られ る。こ こ で は，照度 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン

結果 よ り，台所各部の 平均 照 度 と均 斉 度，お よび ，台

所 空 間 全 体 の 平 均 照度 を算出 して 図 2 に示 す。

　古民家 の 作業台は、冬至 の 朝を除い て 照度が 確保 さ

れ て い るが、現在 の JIS照度基 準の 推 奨 照 度 3001xを満

た す の は、夏 至 の み と な っ て い る。ま た 、均斉度 は 平

均 して 低 く、推 奨基 準 の 0．7 の 半 分程 度 で あ る。竈 は春

秋分の 夕方の み 照度 が 高く、平均 し て 暗い 環境で あ る。

　 中廊 下 住 宅 の 作 業台 は、春秋 分 の 夕方、冬至 の 朝 と

夕 方 は照度 が 比 較的 低い が 、それ 以 外 の ほ とん どの 時

間 帯 で は作 業 面 の 平均 照 度は推奨 照度 の 2 倍 以 上 とな

っ て い る。古民家 と比 べ て 明 る い 環境 とな っ て い る。

ま た、均斉度が 0．8前後 と安定 して お り、照 度 の ば らつ

き も低 下 して い る。

　公 営 住 宅 51c型 の 作 業 台 は、昼 の 平均 照度 が 高い が 、

春秋 分 の 夕方 、冬 至 の 朝 と夕方 に は 推 奨照 度 を満 た し

て い な い
。 電 灯 照 明 が 普 及 し た こ とで 、昼 光の み に 頼

ら ない 計画 に な っ て きた こ とを表 し て い る と考 え られ

る。ま た、均斉度 の 変化 も大きくなっ て お り、昼光 の

み の 照度分布 は 均
一

で は なくな っ て い る。

　1止 DK 型 の 作業台は、公 営住宅 51c型 と同 じ傾 向 を示
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し た が、作業面 の 均斉度 は あ ま り変化 し て い な い こ と

か ら、窓 の 配 置 に よ る違 い が わ か る。こ の 時代 で は 食

事 空 間 が 調理 空 間 よ り明 る い 位置 に 設 け られ て い る こ

と も特徴 の
一

つ とな っ て い る。

3．2照度分布 か らみた各作業面 の 位置づ けの 変化

　調 理 作 業 に利 用 され る作業台 と食事 に利用 され る食

事空 間 が 台 所 内の 照度 分布 か らみ て ，ど の よ うな位置

づ けで 配置され て い る か を比 較す る。図 3 に 季節 と時

間 帯 別 に求 め た照 度 分布 図 の
一

例 を示 し，図 中に 作業

台 と食事 区 間の 位置を記 し た。

　 旧宮地 家住 宅 の 作 業 面 は比 較 的に 暗 い 場 所 に 配 置 し、

竈で は さらに暗 い 昼光照明環‡竟に 位置 し て い る。中央

は 食事 空 間 だ と考 え られ、調 理 空 間 も暗 い 場 所 に 位 置

して い るが 、食事空間で は 全時間帯 に お い て 照度が 低

く、台 所空 間内 最 も暗い 場 所 に配 置 して い る。

　中廊 下 住宅 の 照度 分布 図 よ り、春 秋 分 で は 作 業台 が

台所空間内の 明る い 場所に 配置 し、そ の ほ か の 時 間帯

で も作 業台 の 照度 は JIS基準 を満 た して い る た め、台所

で の 作業 に 適 し た環境 だ と考 え られ る。食 事 空 間 は 台

所空間 よ り照度 が 低い 場所 に位置 して い る。

　公 営住宅 51c 型 の 台所 空 間 全体 の 照度 は低い が 、ほ

とん ど推奨照度 を満 た して い る。作業 台 は 台 所空 間 内

の 比 較 的 照 度 が 高 い 場 所 に 配 置 され て い る。食 事空 間

は 作 業 空 間 よ り照 度 が 低 い 場所 に 配 置 して い る。

　 nLDK 型の 作業台は 照度が 低い 場所に 位置 し て い る。

ま た、台 所空 間全 体 の 照 度 が 比 較 的低 く、い ま ま で の

代表的な間取 り と違い 、調理 空間は食事空間 よ り暗い

環境に 位置 し て い る。

　台 所の 照 度 分布 よ り、中 廊 下型 住 宅、公 営住 宅 51c

型 で は 台所 空 間内 作業台の 照度 が 高 く、食 事 空 間 は料

理 空間 よ り照度 が 低い 場所 に位置 し て い る。nLDK 型

で は そ れ ら と違い 、台 所 空 間 内の 作 業台 の 照 度が 低 く、

食事空 間 は 調 理 空 間 よ り照度 が 高い 場所に 配 置 され て

い る 。
こ れ は、時 代の 流 れ と電 気 の 普及 に よ る影響 を

受けてお り、調理空間の 照度を人 工 照明に よ る補正 に

ま か せ 、よ り 明 る く快適 な場所 に 食 事 空 間 を設 置す る

よ うにな っ た た め と考 え られ る。

　　　　　　　　　 4 ，まとめ

　昼 光照 明 が 主 に な る江 戸 時代 の 古民 家 と電灯 照 明 を

前提 と し た 近 代住宅 の 代表 的 な 間取 りに つ い て ，台所

の 光環 境 を 照 度 分 布 シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン に よ り比 較 検 討

した。

　古民 家 は作業面が 分散的 に配置され、採光 を考 え た

開 口 が設 置 され て い ない た め，各 作 業面 の 平 均照度 が

低い 傾向が 見 られ た 。

　現 代 住 宅 は 作 業 面 が ま と ま り、開 口 も設 置 され て い

る た め に 高い 昼光照度 が得 られ て い る。しか し、電 灯

の 普及 につ れ て 、昼 光照 明 を十 分 に活 用 して い な い と

い う傾 向 も見 られ る。

　今 後 は、超 高齢 化 ・核 家 族 化 が 進 む 現 代 社 会 に 対 応

し た、高齢者 に 適 し た 台所 の 光環境 に つ い て 検討 して

い きた い と考 えて い る。

謝辞　本研究を 実施す る に あ た り，古民 家の 選 定 に 関

す る助言，な らび に，調査 図面 と資料 の 提 供 を し て い

ただきま し た 名古屋工 業大学麓先 生 に 感謝申 し上 げ ま
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